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これは式（19）の非平衡流砂以式でピックアップ・レイトの矩形状変化を想定し，ステップ．レングスを指数分布に従
うとして解枅的に得られる紬果と合致する．実測されたピックアップ･レイトは，図－9に示すように非平衡状態に
おいてわずかに増加傾向を示す（平衡状態においてPsの約1餅ﾘを占める，上流から運ばれてくる砂粒の衝突の効
果による分が増加する；図-10a,bに闘突によるピックアップ・レイトpscと，衝突によらず純粋に流体力によるそれ
ps「を分艫して場所的変化を示している）ものの，流砂風の変化に比べほぼ一定とみなせる(psO)．図-11には，
粒子速度(Ug)の場所的変化の実測例を示すが，非平衡にかかわらずほぼ一定である．また分布するステップ．レ
ングスを用いる流砂モデルではpdは次式で表され，とくにステップ・レングスが指数分布するときには次式の敏右
辺に示すように，局所的に涜砂風と比例する（式(17)を得るための仮定が成立）．
CO
''(x)-IPMx(､｡IM､' （23）
Z-12は図－8とともにステップレングスが指数分布することを支持しており，これらから逆算した平均ステップ'レ
ングスはトレーサーテストなどから知られた値の，あるいは画nsicin(1950)が指摘したオーダー，粒径のlOOiW
程度（厳密には掃流力とともに80-250傭に瑚加）となっている．
上述より，婦流砂のadnplationlcng山はせいぜい粒径の1000階程度の比較的"短い"ものとなって，大規模な移動
床現象では無視できることが多い．すなわちとくに柵対水深が大きくて水深スケール以上の規模の現象を扱うと
きは、帰流砂の非平衡性は無視できるが，棚対水深を盃ませた小さな模型や，実験水路内の移動床基礎実喉では
掃流砂の非平衡性を免れないことが多い．すなわち，逆に首えば，実験室規模の非平衡性に強く影響された現象か
らこの非平衡性を抜き差って原型現象を外押せねばならない．柵岡ら(1984)は1次元斜面の河床低下過程を式
(18)型の非平衡流砂且式で解斫してその適用性を誠論しているが，その例とされる実峨室内移効床過程はまさに
非平衡性が強く効いている（実現象スケールでは多分無視できよう）．また辻本(1987a)は漸拡・漸縮を綴り返
す流賂において，実験室規模の小スケールの現象では，州流砂の遅れ距月Kが現象の支配スケール（例えば流路変化
の波長や水深）のオーダーにもなり，洗堀部・体積部の繰り返しパターンがそれに支配されることを，実験と理論
によって強"ﾘしている．図_'3は，こうした流路でピックアップ･レイトの変化と局所流砂趾の間の河床材料のスケ
ールの遅れが涜路変化のスケールと同程痩となって出現していることを，ビデオフイルム解析紬果によって示した
ものである．
柵流砂の非平衡性は，小川覚河床形態の発生槻禍においては重要な役削を果たす．すなわち，式(19)を用いる
ことで局所流砂鼠が局所唾而せん断応力に対してもつ位相差（ﾉc6)が次のように定められ,Kclmcdy(1963)に
よってスタートした河床不安定解研を綿流砂特性の面から発展させた（中川・辻木1980).
sinK6=KM/両而三cosK6=lﾊ/両面丁(24)
上記の帖果によると，底面せん断応力に対する局所流砂風の位相差は節1象眼に属し，河床形態と底面せん断応
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